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女性ジャーナリストの不在/男の眼差し�

男性
(名）

女性
(名）

合計
(名）

女性比
率（％）

記者 617 61 678 9.0 

デスク 128 2 130 1.5 

日本新聞協会加盟41社（飯田2008） 



平成21年度�
文部科学省 「体力・運動能力・生活習慣等調査」�

•  体育の授業を除く1
週間の総運動時間
60分未満の子ども
⇒殆ど運動しない子ども

•  小学5年生��
   �男子10.5％，女子24.2％

•  中学2年生���
男子�9.3％，女子31.1％�
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アクティブ・チャイルド・プロ
グラム
（日本体育協会，2010） 



平成21年度�
文部科学省「体力・運動能力・生活習慣等調査」�

•  よく運動する子ども
としない子どもの
体力差は大きく開
いている.�
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アクティブ・チャイルド・プロ
グラム
（日本体育協会，2010） 
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平成16年度「体力・
運動能力調査」に関
する新聞報道
（朝日新聞2006年5
月4日朝刊）



9歳児童の体力・運動能力における男女差�
                                  （平成16年度調査）�

•  50m走�（秒）�                   男子 9.69±0.90�
��������   ���                       女子 9.93±0.78�

•  立ち幅跳び�（m）��           男子 146.24±18.83
    ����                     �            女子 137.57±18.09�

•  ソフトボール投げ�（m）     男子 21.65±7.04�
                                           女子 12.43±3.80�

•  9歳児童の身長(cm)  ��    男子 133.70±5.34�
                ��                      女子 134.02±5.91
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•  身長が大きければ、走跳投の記録はそれに応じて
大（優）となり、身長が小さければそれに応じて
小（劣）となる．������������（水野�1976）

•  ソフトボール投げの女子の記録が男子に比較し10
mも劣っているのは，ボール運動の経験差.

•  女子の体力・運動能力がもっと優れていても良い
筈なのに問題視されていない.

•  ����������������↓�
����男の子は運動・スポーツが出来て当たり前�
����女の子は劣っていて当たり前という言説
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女子の体力の低さは社会的文化的要因�



アクティブ・ガールズ（オーストラリアの取り組み）�
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女子のより積極的なスポーツ参加を奨励 
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性の多様性を無視し，性別二元制を確立�

•  男子種目/女子種目�
•  性別確認検査（シドニー五輪から廃止）�
�女性であることを検査,確認�
�女性でない者は男性である�

•  性別変更をした選手の参加を承認（アテネ
五輪より）�
�生物学的事実として,男女の二つのカテ�
�ゴリーのみを認める



スポーツにおける性別二元制の問題点�
2009ベルリン世界選手権女
子800m優勝 
南アフリカ�セメンヤ選手の
出場資格 
（2010.8.24�朝日�朝刊）
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ダブルハッピネス　杉山文野
（講談社文庫）�
体は「女」だけれど心は「男」
の性同一性障害.’04　フェンシ
ング日本女子代表



•  国際陸連（IAAF)は，2011年5月1日より，高
アンドロゲン女性競技者に対する新規程
を施行.国際オリンピック委員会（IOC)も
準じる.

•  陸上競技は今後も「男子」「女子」に分け
て実施.

•  「性別検査」の目的は，選手の「社会での
性別」を決定するものでない.�
http://www.iaaf.org/medical/policy/index.html�
（難波�2011）�
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性の多様性を無視し，性別二元制を確立�



11.9.14 55

スポーツ・ジェンダー学とは�

•  近代スポーツをジェンダー差異化の文化装置とし
て捉え，ジェンダーの階層性と�
非対称性を形成してきた経緯と構図を明らかに
すること�

•  性別二元制に陥らず，性的マノリティの存在に�
注目������→�性の多様性�

•  同性間の差異を見過ごさない.セクシュアリティ,人
種,民族,階級,宗教,年齢,障害など重層的に捉え
る視点����→�個の尊重�
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基本的人権としてのスポーツ権�

•  1978年�第20回ユネスコ総会�
「体育・スポーツに関する国際憲章」�
体育・スポーツ実践はすべての人々にとっての基
本的人権である.�

•  2004年版「オリンピック憲章」�
スポーツを行うことは人権の一つである.

•  2005年�国連「スポーツとミレニアム開発目標」
•  2011年「スポーツ基本法」�
スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むこと
は，全ての人々の権利であり，・・・




